





















































































14 歳の年少人口は、1980 年代はじめの 2,700 万人から 2015






























（国立政策研究所紀要第 141 集 H.24 より）	 
	 
図̶３	 学級数別小学校数	 






























































写真-1	 Mt.	 Healthy 小学校（米国）の授業の様子	 
	 
	 
















写真-2	 	 Heathcote 小学校（米国）の教室	 
	 
	 














写真-3	 	 員弁西小学校（三重県いなべ市）の教室	 
	 
	 






























4.2	 廊下は共有の学習空間	 	 



























写真-5	 	 Hatch	 Warren	 J 小学校（イギリス）の中廊下	 
	 















































































































	 イギリスのハッチワレン小学校（Hatch	 	 Warren	 	 	 Junior	 	 





























































	 アメリカの建築雑誌 Architecture	 Record 誌は、この学校
を過去 100 年間で最も重要な建築作品として選んでいる。ま
た、1990 年にアメリカ建築家協会（AIA：America	 Institute	 
of	 Architects）は、国の歴史的建造物（National	 Historic	 
Landmark）として認定している。	 
	 L の字型の教室、それによって生まれるワークスペースと
外部の庭が当時の学校建築の在り方をリードした。それらが
建築的に高く評価された。この学校は、将来にわたって地域
に永く愛され歴史を刻み続けるであろう。	 
	 ここには設計者と建物の理想的な関係がみてとれる。学校
建築が、持続的に設計者と子どもをつなげている例である。
8.2 時代に即した改修	 
	 デンマークのコペンハーゲン郊外に建つショルネガルド
小学校（Tjonegardsskolen、Gentofte、1924 年）は、新し
い教育に意欲的に取り組む革新的学校である（写真-13）。	 
	 しかし建築はどうかと言えば、1920 年に建てられた歴史
的な様式建築である。学校建築の典型的なスタイルの一つで	 
	 
	 
写真-12	 クロウアイランド小学校（米国）の校舎外観	 
	 
	 
写真-13	 ショルネガルド小学校（デンマーク）の校舎外観	 
■　26　欧米の学校建築にみる多様性
あるクワドラングル（quadrangle）という校舎の中央に四角
い中庭を抱えた、いわゆるロの字型の建物である。その中庭
をガラス天井で大胆に覆うことで、巨大な多目的スペースを
生み出している。ホール中央からぐるりと周りを見渡すと、
昔は外部に面したであろうバルコニーのアーチ状の意匠が
リズミカルに並ぶ。校全体がこのスペースのおかげで強い一
体感を得ている。	 
	 意欲的な女性の校長先生は、次の校舎改造の青写真を説明
してくれた。教室同士を区切る固い壁を取り払い、しかも廊
下を取り込んだ形で小スペースを連続させようとするもの	 
である。明らかに斬新な学習スペースのアイデアである。「歴
史を積み重ねたまちに対して外観の表情を維持し、内部は求
められる機能の変化に即して手を加える」という手法をこれ
から学ばなければならないと強く感じた。	 
8-3 海軍造船所を学校に	 
	 フィンランドの首都ヘルシンキの旧市街地のある学校は、
酒造会社の厚生施設をそのまま利用したものだ。かつては、
工場で働く人々が使った屋内プールやスポーツジムの充実
した学校だった。	 
	 港近くにあるカタヤノッカ小学校（Katajanokka、Helsinki、
1986）は、かつての海軍造船所を改造（conversion）した公
立小学校だ。この建物がそうであったように、学校周辺の町
並みを眺めると、一目で歴史的地区であることが分かる。外
観は当時のままに煉瓦造を継承しており、容易に学校とわか
らない。玄関をくぐると、外壁とは一変して真っ白な空間で
ある。清潔感溢れる２層吹抜けの巨大なアトリウムには、緑
の植物と素敵なデザインの照明器具があり、さながら家具の
ショールームのようだ。当時のまま保存されている煉瓦造の
煙突だけが、唯一造船所の面影を残す。	 
	 これらの事例は、一旦構築した建物を無闇に破壊すること
をしないで、新たに手を加え別の器として使うことにより、	 
	 
写真-14	 カタヤノッカ小学校（フィンランド）の校舎外観	 
	 
長く使うことができることを示している。転用再生の現場で
は思いもつかぬ大胆な転換の交換が行われる。ここで学ぶど
もたちにの目にはどのように映っているのか知りたいとこ
ろだ。	 
	 
おわりに	 
	 ここまで、日本の学校建築と比較しながら海外の学校建築
の多様な姿を７つの視点から記述してみた。教育の方法にし
たがって学校建築が生成するのか、建築という物理的環境が
前提になって教育が展開されるのかは定かではない。ただし、
両者が表裏一体の関係であることは間違いない。 
	 まだまだ、いろいろな視点から切り取ることができる。障
害児教育、エリート教育、小中一貫教育、情報化と学習、子
どものためのインテリアデザイン、家具デザイン、特別教室、
給食と清掃、外部空間のデザイン、コミュニティとの関係、
通学の仕方、セキュリティなど多岐にわたる。 
	 学校は、まずは子どもの成長発達を促す環境であって、大
人のためではない。しかしながら、そこにはその国の大人た
ちが子どもたちにどんな環境を提供しようとしているか色
濃く反映される。学校建築の海外研究は、子どもの教育に関
わる比較文化人類学の興味深い一分野でもある。
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